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貴重なデータを提供していただいた東北電力株式会社

の本間規泰氏に感謝します．
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　日本気象学会の山本・正野論文賞は，（旧）山本賞（新

人賞）の発展として平成2年度発足し，平成8年度は

その7回目に当ります．この賞は前2年間（1994年及

び1995年）に発表された気象学に関連する論文の中か

ら，基礎研究・応用技術研究を問わず，新進（原則と

して35歳未満）の研究者・技術者による優秀な論文を

選び顕彰するものです．論文公表の雑誌は国内・国外

を問いません．

　これまでの受賞者は，平成2年度：向川均（気象大

学校），3年度：佐藤薫（京都大学），4年度：田中博

（筑波大学），5年度：沼口敦（国立環境研），牛丸眞司

（沼津高専），6年度：中村尚（東京大学），7年度：小

池真（名古屋大学），森本真司（国立極地研）の8氏で

す．

　つきましては，この趣旨に沿う候補者（論文）を選

考するために，下記により広く会員からの推薦を募り

ますので御協力をお願い申し上げます．

　　　　　　　　　　　記

1．推薦期限

平成8年4月5日（金）

2．宛先
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　　　山本・正野論文賞候補者推薦委員会
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